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代
表
質
問
は
新
年
度
の
当
初
予
算
審
議
を

行
う
２
月
議
会
で
行
っ
て
い
ま
す
、
個
人
質

問
は
開
会
日
に
抽
選
で
順
番
が
決
ま
り
・
持

ち
時
間
も
最
大
60
分
で
あ
り
ま
す
が
、
代
表

質
問
は
会
派
人
数
が
多
い
順
に
３
人
以
上
の

会
派
は
90
分
の
持
ち
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
長
崎
市
の
課
題
全
般
を
取
り
上
げ
て

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
主
な
質
問
は
、
長
崎
市

の「
定
住
人
口
対
策
」「
防
災
対
策
」

や「
新
市
民
病
院
」等
に
つ
い
て
市

長
・
関
係
理
事
者
と
の
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。
私
が
思
う
課
題
の
認

識
な
ど
、
意
見
が
か
み
合
わ
な
い

所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
長
崎
を
元

気
に
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
思

い
は
同
じ
で
あ
り
ま
し
た
。（
主
な

質
疑
内
容
は
２
・
３
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
い
ま
す
）

  

定
住
人
口
減
少
の
歯
止
め

　

私
は
市
民
の
方
か
ら
、
長
崎
市

の
最
重
要
課
題
は
何
で
す
か
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
そ
の

時
に
答
え
る
の
は「
定
住
人
口
の
減

少
を
い
か
に
歯
止
め
出
来
る
か
」と

答
え
て
い
ま
す
。

　

何
故
な
ら
25
年
後
に
は
人
口
は

約
10
万
人
減
少
す
る
事
が
予
想
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
市

税
収
入
は
減
少
し
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

の
交
付
金
も
減
額
さ
れ
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
大

き
く
影
響
す
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
為
に
は
、
若
い
人
材
の
流
出
を
防
ぐ

と
共
に
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
崎
市
の
現
状
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
と
行
政
が
真

剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
り
ま
す
。

 「
環
境
経
済
委
員
会
」

 「
雇
用
・
人
口
減
少
対
策

　
　
　
　

 

特
別
委
員
会
」に
所
属

　

２
月
22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
本
会
議
で

平
成
29
年
度
の
常
任
委
員
会
の
改
選
が
行
わ

れ
、「
環
境
経
済
委
員
会
」に
所
属
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
長
崎
駅
西
側
の
市

有
地
の「
地
域
交
流
拠
点
施
設
」活
用
の
方
向

性
の
審
議
な
ど
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
な
る
審
査
に
望
み
自
分
の
意
見
を

し
っ
か
り
委
員
会
で
反
映
し
て
行
き
ま
す
。

　

又
、
特
別
委
員
会
は「
雇
用
・
人
口
減
少
対

策
特
別
委
員
会
」に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
非
常
に
難
し
い
特
別
委
員
会
で
あ
り

ま
す
が
、
避
け
て
通
る
こ
と
が
出
来
な
い
問

題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現
状
を
充
分
に
検
証

し
て
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

自席より再質問を行いました（2月27日）

　

会
派
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た

　

２
月
22
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
平
成
29

年
度
・
２
月
議
会
の
本
会
議
で
会
派（
市
民
ク

ラ
ブ
・
11
名
）を
代
表
し
て
、
２
月
27
日
に
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/
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長
崎
市
議
会
・
平
成
29
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
22
日（
水
）に
開
会

し
、
３
月
16
日（
木
）に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
で
、
出
先
機
関
の
再
編
や
公
共
施
設
の
指
定
管
理
を
定
め

た
６
件
は
議
案
を
修
正
し
可
決
、
予
算
案
な
ど
54
件
を
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。

　

議
案
で
の
否
決
や
修
正
可
決
と
な
っ
た
案
件
は
、
議
会
・
地
域
住
民

へ
の
周
知
・
説
明
不
足
が
委
員
会
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
崎
駅
周
辺
再
整
備
、
観
光
客
受
入
対
策
、
雇
用
・
人
口
対

策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
１
年
間
か
け
て
課
題
や
改
善
策
等
に
つ

い
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
構
成
割
合（
単
位
：
百
万
円
）

平　成　24　年　度

平　成　23　年　度
当　初
※15ヶ月
当　初
※13ヶ月
当　初
当　初
当　初
当　初
当　初
※15ヶ月

1 8 , 8 8 5
2 0 , 1 9 5
1 8 , 1 5 3
1 8 , 8 1 6
2 1 , 5 0 6
2 1 , 2 4 2
2 6 , 4 9 6
2 6 , 6 3 3
20 , 0 29
22 , 7 82

5.8％
4.3％

▲3.9％
▲6.8％
18.5％
▲1.2％
24.7％
▲14.6％
▲11.5％
0.7％

平　成　25　年　度
平　成　26　年　度
平　成　27　年　度
平　成　28　年　度

平　成　29　年　度

投資的経費の推移
区　　　　　分 予算額（百万円） 対前年度比

※

※

※国の経済対策等に伴う13～15ヶ月ベースでの予算額

※

人件費
27,649
13.2％

公債費
28,855
13.8％

投資的経費
20.029
9.6％

物件費
20,062
9.5％

繰出金
12,886
6.1％

貸付金及び
出資金
6,704
3.2％

その他
12.558
6.0％ 扶助費

80,927
38.6％

市債
26,092
12.4％

県支出金
11,528
5.5％

その他の
依存財源
9,304
4.4％

市税
53,330
25.4％

諸収入
5,096
2.4％

使用料・手数料
4,524
2.2％

その他の自主財源
9,990
4.8％

地方交付税
34,546
16.5％

国庫支出金
55,260
26.4％

その他の経費52,210
24.9％

義務的経費
137,431
65.5％

歳出
209,670
（百万円）

歳入
209,670
（百万円）

依存財源136,730
65.2%

自主財源72,940
34.8%

投資的経費20,029
9.6％ 地域包括ケアシステム

平
成
29
年
２
月
議
会

平成29年度予算・54議案を可決！平成29年度予算・54議案を可決！
一般会計予算：総額一般会計予算：総額
約2,100億に同意約2,100億に同意

平成29年度予算・54議案を可決！
一般会計予算：総額
約2,100億に同意

◆
出
島
表
門
橋
完
成
記
念
行
事
費

…

２
，４
５
３
万
９
千
円

　

平
成
29
年
11
月
の
出
島
表
門
橋

の
完
成
に
併
せ
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ

ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ウ
管
弦
楽
団
長
崎

公
演
な
ど
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
、
式

典
、
企
画
展
を
開
催
し
、
国
内
外

に
架
橋
事
業
完
成
の
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
市
民
及
び
観
光

客
へ
出
島
の
魅
力
の
周
知
を
図
る
。

◆
長
崎
ペ
ン
ギ
ン
水
族
館
あ
り
方

検
討
費 …

…
…
…

４
９
０
万
円

　

ペ
ン
ギ
ン
水
族
館
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
開
館
か
ら
15
年
を
経
過

し
、
今
後
と
も
市
民
に
親
し
ま
れ
、

魅
力
あ
る
水
族
館
で
あ
り
続
け
て

い
く
た
め
、
現
在
の
運
営
に
対
す

る
評
価
・
分
析
や
、
集
客
数
の
増

加
に
係
る
方
策
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
の
水
族
館
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。

◆
平
和
マ
ラ
ソ
ン
実
施
検
討
費

…

３
７
０
万
４
千
円

　

被
爆
75
周
年
（
平
成
32
年
）
の

事
業
と
し
て
、
本
市
で
の
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
実
施
に
向
け
て
，

コ
ー
ス
作
成
に
必
要
な
調
査
及
び

情
報
収
集
を
行
う
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策
費

…

７
，２
９
８
万
５
千
円

　

専
門
業
者
へ
の
有
害
鳥
獣
対
策

相
談
等
委
託
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
業
及
び
生
活
環
境
へ
の
被
害
防

止
対
策
と
し
て
、
鳥
獣
の
捕
獲
対

策
、
鳥
獣
の
侵
入
を
防
止
す
る
た

め
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
等
の

貸
与
等
を
実
施
す
る
長
崎
市
有
害

鳥
獣
対
策
協
議
会
に
補
助
す
る
。

◆
住
宅
性
能
向
上
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金…

…
…
…

３
，０
０
０
万
円

　

市
内
に
存
す
る
住
宅
の
居
住
環

境
改
善
で
浴
室
や
便
所
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
住
宅
の
性
能
向
上
を

目
的
と
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

・
補
助
率
１
／
５　

限
度
額
10
万
円

◆
公
園
施
設
整
備
事
業
費

　

稲
佐
山
公
園（
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
整
備
）

…

５
億
９
，１
５
０
万
円

　
「
世
界
新
三
大
夜
景
」
の
認
定
な

ど
、
稲
佐
山
山
頂
展
望
台
を
訪
れ

る
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
中
、

山
頂
展
望
台
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向

上
さ
せ
、
団
体
観
光
客
等
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
。

・
事
業
期
間　

平
成
28
〜
30
年
度

・
平
成
29
年
度　

ス
ロ
ー
プ
カ
ー
整

備
Ｌ
＝
５
０
０
ｍ
、
駅
舎
２
か
所

◆
子
ど
も
医
療
対
策
費

…

８
億
５
７
０
万
円

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
小
学
校
卒

業
ま
で
対
象
を
拡
大
し
て
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
も
の
を
、

平
成
29
年
10
月
方
は
入
院
に
つ
い

て
、
中
学
校
卒
業
ま
で
対
象
を
さ

ら
に
拡
大
す
る
。

・
自
己
負
担
額　

１
医
療
機
関
に

つ
き
１
日
８
０
０
円
、１
月
１
，６

０
０
円
を
上
限

・
対
象
者
数　

約
４
４
，０
０
０

人
↓
約
５
５
，３
０
０
人
へ
拡
大



　

平
成
29
年
２
月
議
会
は
、

２
月
27
日（
月
）か
ら
３
月
３

日（
金
）に
各
会
派
よ
り
７
名

の
代
表
質
問
、
８
名
の
個
人

質
問
が
行
わ
れ
、
私
は
２
月

27
日
に
10
時
か
ら
11
時
30
分

（
90
分
）ま
で
市
民
ク
ラ
ブ
を

代
表
し
て
５
項
目
に
つ
い
て
市

長
・
関
係
理
事
者
と
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

２月27日２月27日　会派代表質問を行う！会派代表質問を行う！２月27日　会派代表質問を行う！
１． 市長の政治姿勢について
２．長崎みなとメディカルセンター市民病院について
３．防災対策について
４．保育行政について
５．被爆体験者への救済策について

主
な
質
疑

主
な
質
疑
内
容
内
容

主
な
質
疑
内
容

１
．
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
定
住
人
口
減
少
に
よ
る
課
題
と

歯
止
め
策

  

質  

問　

長
崎
市
の
人
口
は
、
平

成
27
年
は
約
42
万
９
千
人
で
、
２

５
年
後
の
平
成
52
年
で
は
人
口
３
３

万
１
千
人
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
若
い
人
材
の
働
き
手
が
減

少
す
る
こ
と
に
よ
り
税
収
が
減
少

し
、
支
出
で
社
会
保
障
費
が
占
め
る

割
合
が
大
き
く
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
が
、
人
口

減
少
に
よ
る
課
題
と
歯
止
め
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁　

人
口
減
少
対
策
と
し
て

「
結
婚
や
出
産
を
望
む
市
民
の
希
望

実
現
に
つ
な
が
る
環
境
を
つ
く
る
」

「
若
者
が
長
崎
に
定
着
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
」と
い
う
視
点
の
も
と
に
、

人
口
減
少
を
克
服
す
る
基
本
戦
略

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
ま
ち
を
つ

く
る
」取
り
組
み
は
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
の
拡

大
、
多
子
世
帯
に
お
け
る
保
育
料

軽
減
の
要
件
緩
和
な
ど
、
若
い
世
代

が
希
望
す
る
子
ど
も
の
数
を
持
て
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

又
、「
経
済
を
強
く
し
、
雇
用
を
つ

く
る
」取
り
組
み
と
し
て
、
人
材
の

育
成
や
研
究
開
発
の
支
援
な
ど
に
よ

る
地
場
産
業
の
競
争
力
の
向
上
と

育
成
や
地
域
経
済
の
新
た
な
力
と

な
る
創
業
支
援
や
企
業
誘
致
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

②
大
型
事
業
の
進
捗
と
事
業
費
の

見
直
し

  

質  

問　

平
成
25
年
11
月
に
10
の

大
型
事
業
の
総
事
業
費（
約
８
６
５

億
円
）が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
26
年
９
月
に
は
建

設
資
材
費
の
高
騰
や
各
事
業
を
見
直

し
た
事
業
費
を
約
９
４
１
億
円
と
発

表
さ
れ
た
が
、
大
型
事
業
の
進
捗
と
、

平
成
26
年
９
月
以
降
、
事
業
費
の
見

直
し
を
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁　

現
在
の
見
込
み
総
事
業

費
は
、
約
48
億
円
増
の
約
９
８
９

億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
、
こ
れ
は
、

新
市
庁
舎
建
設
事
業
や
文
化
施
設

整
備
事
業
、
交
流
拠
点
施
設
整
備

事
業
に
お
い
て
熊
本
地
震
の
影
響
に

よ
る
工
事
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
西
工
場
建
設
事
業
お
よ
び
市

民
病
院
建
設
事
業
の
２
事
業
、
約

１
３
４
億
円
は
今
年
度
事
業
が
完

了
し
ま
し
た
の
で
今
後
の
投
資
額
は

８
事
業
、
約
８
５
５
億
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

③
新
た
な
文
化
施
設
の
進
捗

  

質  

問　

長
崎
市
公
会
堂
は
平
成

27
年
４
月
１
日
付
け
で
廃
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
廃
止
後
の
代
替
え
機
能
の

確
保
に
つ
い
て
、
時
期
や
場
所
等
が

明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
県
庁

舎
跡
地
の
主
要
機
能
と
し
て「
ホ
ー

ル
機
能
」が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た

め
、
県
と
の
協
議
を
積
極
的
に
推
進

し
、
早
急
に
意
見
を
ま
と
め
る
と
し

た
要
望
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
いっ
た
中
、
今
年
２
月
24
日
の

長
崎
県
議
会
２
月
定
例
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、
知
事
は「
県
庁
舎
跡
地

活
用
に
お
け
る
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
時
間

を
か
け
て
検
討
し
て
い
く
」と
の
考
え

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
弁
内
容
か
ら
す
る
と
、
長
崎
市

が
目
指
し
て
い
た
県
庁
舎
跡
地
で
の
、

新
た
な
文
化
施
設
建
設
を
含
む
整
備

方
針
の
今
年
度
内
の
策
定
は
困
難
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、市
と
し
て
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

  

答  

弁　

今
年
度
中
に
県
と
の
協

議
が
整
わ
な
い
場
合
は
、
新
た
な
文

化
施
設
に
つ
い
て
現
市
庁
舎
跡
地
で

の
整
備
検
討
を
始
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
中
に
成
果
を
得
る
こ
と
が
困

難
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
現
市
庁
舎

跡
地
で
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
判
断
し
ま
し
た
。

  

再
質
問　

県
は「
文
化
芸
術
ホ
ー
ル

の
整
備
」に
つ
い
て
、
適
切
な
時
期
に

今
後
の
方
向
性
を
判
断
し
て
い
き
た

い
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
県
の
検

討
結
果
次
第
で
整
備
場
所
を
県
庁

舎
跡
地
に
戻
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

  

答  

弁　

県
庁
舎
跡
地
で
の
文
化

芸
術
ホ
ー
ル
整
備
に
つ
い
て
は
、
県

の
検
討
結
果
が
得
ら
れ
た
時
点
で
、

内
容
検
討
の
余
地
が
あ
る
時
期
で
あ

れ
ば
、
改
め
て
県
の
方
向
性
に
つ
い

て
内
容
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

２
．
長
崎
み
な
と
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
市
民
病
院
に
つ
い
て

①
課
題
と
解
消
策

  

質  

問　

新
市
民
病
院
は
、
平
成

24
年
度
に
地
方
独
立
行
政
法
人
に

移
行
し
、
平
成
28
年
７
月
に
５
１
３

の
病
床
を
有
す
る
病
院
と
し
て
全
面

開
院
し
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
備

え
た
高
機
能
病
院
と
な
っ
て
い
る
が
、

Ｅ
Ｒ
型
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
は
設

置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
要
因
と
課
題

の
解
消
策
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

又
、
小
児
・
周
産
期
医
療
の
医

師
の
配
置
を
含
め
た
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

  

答  

弁　

設
置
に
至
っ
て
い
な
い
要

因
は
、
平
成
27
年
度
末
に
救
急
専
門

医
２
名
の
退
職
に
よ
り
、
設
置
に
必

要
な
人
材
の
確
保
で
き
て
い
な
い
こ

と
に
よ
り
ま
す
。

　

病
院
機
構
は
、
理
事
長
を
中
心
に

救
急
専
門
医
の
確
保
に
向
け
鋭
意
努

力
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
確

保
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
期

に
整
備
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

小
児
・
周
産
期
医
療
は
、
平
成
26

年
４
月
に
専
門
医
が
退
職
し
た
後

は
、
平
成
26
年
12
月
に
小
児
科
医
師

を
配
置
し
、
周
産
期
医
療
体
制
に
努

め
て
い
ま
す
が
、
市
民
病
院
で
も
リ
ス

ク
の
高
い
32
週
未
満
の
新
生
児
の
受

け
入
れ
を
増
や
せ
る
よ
う
小
児
・
周

産
期
医
療
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

②
病
院
機
構
の
経
営
状
況

  

質  

問　

平
成
24
年
４
月
に
地
方

独
立
行
政
法
人
長
崎
市
立
病
院
機

構
へ
移
行
さ
れ
約
５
年
が
経
過
す
る

が
、
病
院
機
構
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁　

平
成
24
年
度
は
４
億
２

５
０
０
万
円
の
黒
字
で
あ
っ
た
が
、

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
は

赤
字
が
生
じ
て
お
り
、
４
年
間
の
累

積
で
24
億
３
９
０
０
万
円
の
欠
損

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

要
因
は
、
市
民
病
院
が
平
成
28
年

７
月
に
５
１
３
の
病
床
を
有
す
る
病

院
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ

て
、
そ
れ
に
必
要
と
な
る
体
制
を
構

築
す
る
た
め
、
先
行
し
て
医
師
、
看

護
師
等
の
ス
タッ
フ
を
採
用
し
た
こ
と

に
よ
る
人
件
費
の
増
、
成
人
病
セ
ン

タ
ー
閉
院
に
向
け
た
診
療
機
能
の
縮

小
に
伴
う
収
益
の
悪
化
が
あ
り
ま
す
。

　

安
定
し
た
経
営
基
盤
を
確
立
す
る

た
め
、
病
床
稼
働
率
の
ア
ッ
プ
と
患

者
数
や
診
療
単
価
の
増
を
図
る
と
と

も
に
、
人
件
費
の
適
正
化
や
経
費
の

縮
減
に
今
後
と
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

３
．
防
災
対
策
に
つ
い
て

①
７
・
23
長
崎
大
水
害
の
風
化
防
止

  

質  

問　

昭
和
57
年
７
月
23
日
に

発
生
し
た「
長
崎
大
水
害
」か
ら
、

今
年
は
35
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
現
在
の
風
化
防
止
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

今
年
は
節
目
の
35
年
と
な
る
が
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

  

答  

弁　

毎
年
、
市
長
が
７
月
23

日
に
防
災
行
政
無
線
で
市
民
に
呼
び

か
け
る
ほ
か
、「
市
役
所
本
館
・
支
所
・

行
政
セ
ン
タ
ー
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
記

録
映
像
の
上
映
」や「
小
中
学
校
の
１

学
期
終
業
式
等
で
の
校
長
に
よ
る
防

災
講
話
」な
ど
、
災
害
の
伝
承
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
長
崎
市
保
健
環
境
自

治
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
７
月

23
日
に
合
わ
せ
て
長
崎
大
水
害
を
伝

承
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
よ
う
な
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

②
防
災
行
政
無
線

  

質  

問　

長
崎
市
内
に
防
災
行
政

無
線
が
５
４
４
個
所
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
放
送
が
聞
こ
え
な
い
と
の
改

善
要
望
が
あ
る
が
、
要
望
件
数
と
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

又
、
現
在
の
防
災
行
政
無
線
は
ア

ナ
ロ
グ
方
式
で
無
線
設
備
が
電
波
法

の
改
正
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
て
平
成
28
年
度
か
ら
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
な
る
こ
と

に
よ
る
効
果
と
聞
こ
え
に
く
い
地
域
の

解
消
さ
れ
る
の
か
。

  

答  

弁　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
改

善
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
地
元
自
治

会
の
皆
さ
ん
と
音
量
の
計
測
器
に
よ

り
状
況
を
確
認
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の

方
向
や
音
量
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

改
善
要
望
件
数
は
、
平
成
26
年

度
が
１
０
２
件
、
平
成
27
年
度
は

70
件
、
平
成
28
年
度
は
本
日
ま
で

に
19
件
と
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
改
善
効
果

は
、
音
質
が
向
上
し
、
聞
こ
え
や
す

く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

４
．
保
育
行
政
に
つ
い
て

①
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
と

民
間
保
育
士
の
処
遇
改
善
策

  

質  

問　

長
崎
市
は
平
成
27
年
度

か
ら
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
で「
保

育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
」を
目

指
し
て
い
る
が
、
進
捗
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

又
、
民
間
保
育
所
の
保
育
士
の

処
遇
改
善
を
図
る
た
め
長
崎
市
独

自
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁　

平
成
28
年
４
月
現
在
の

状
況
は
、
平
成
26
年
４
月
と
比
較

し
て
１
４
６
０
人
の
定
員
増
を
図

り
、
市
全
体
で
は
入
所
者
数
を
超

え
る
定
員
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、

地
域
や
入
所
希
望
施
設
の
偏
り
な

ど
に
よ
り
、
待
機
児
童
の
解
消
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
は
、
平
成
28

年
度
整
備
完
了
分
と
平
成
29
年
度

中
に
３
施
設
を
含
め
て
２
４
０
人
の

定
員
増
が
図
れ
る
予
定
で
す
。

　

保
育
士
の
処
遇
改
善
で
は
、
長

崎
市
は
保
育
士
の
離
職
防
止
な
ど

保
育
士
確
保
に
繋
げ
る
た
め
、
平

成
28
年
度
か
ら
民
間
保
育
所
等
に

保
育
士
に
配
分
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
一
人
当
た
り
年
額
３
万
円

を
保
育
士
の
賃
金
に
上
乗
せ
す
る
保

育
士
処
遇
改
善
策
を
市
単
独
の
補

助
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

５
．
被
爆
体
験
者
へ
の
救
済
策

に
つ
い
て

  

質  

問　

今
年
２
月
17
日
付
け
の

長
崎
新
聞
で「
被
爆
体
験
者
早
期
救

済
」「
訴
訟
解
決
に
向
け
具
体
的
検

討
」と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

記
事
に
よ
る
と「
原
子
爆
弾
被
災

者
を
求
め
る
議
員
連
盟
」が
、
高
齢

化
し
て
い
る
被
爆
体
験
者
訴
訟
原
告

の
皆
さ
ん
に
判
決
を
待
た
ず
に
救
済

す
る
道
を
探
る
た
め
に
検
討
に
入
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
容
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

  

答  

弁　

原
子
爆
弾
被
爆
者
救
済

の
議
員
連
盟
総
会
で
は
、
国
の
被

爆
体
験
者
支
援
事
業
の
拡
充
等
に

よ
り
、
高
齢
化
し
て
い
る
被
爆
体
験

者
訴
訟
の
原
告
が
判
決
を
待
た
ず

に
救
済
さ
れ
る
道
を
探
り
た
い
と
の

考
え
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
複
数
回
の
会
合
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
長
崎
市
が
要
望
し
て

い
る
被
爆
体
験
者
の
救
済
に
つ
い
て
、

議
員
連
盟
の
皆
さ
ん
か
ら
も
国
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
き
ま
す
。

「新たな文化施設」が検討される市庁舎

平成29年１月にグランドオープンした「新市民病院」


